
平成２４年度 再評価委員会

路線名：一般国道207号(深浦百貫）
事業名：道路整備交付金事業

（着手より１０年経過のため再評価）



一般国道207号(深浦百貫） 位置図
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渋滞緩和、歩行者の安全確保

現況道路と歩道の拡幅により

事業目的
歩道が狭く

歩行者が危険交通の集中
による渋滞１ ２



事故の発生状況
過去13年間（H9～H21）で３０８件

51件（百貫橋北交差点）

21件（室島南交差点）



国道207号は鹿島市、白石町などの県南地域と、
県庁所在地である佐賀市とを結ぶ主要幹線道路
であり、混雑度が非常に高く、慢性的な混雑状態
を呈している。

・ 混雑度 走行速度
平成 9年度 １．７６ ２９．２ｋｍ/ｈ
平成11年度 １．６８ ３３．８ｋｍ/ｈ
平成17年度 １．１２ ２４．６ｋｍ/ｈ
平成22年度 １．８１ ３３．３ｋｍ/ｈ



全体事業費：４７．６億円

工 期：平成１５年度～平成２５年度（予定）

全 体 延 長：Ｌ＝２５００ｍ

事 業 内 容：改良工 Ｌ＝２５００ｍ

用地買収 １７，０００㎡

家屋補償 ３８戸

事業概要

事業の進捗状況
平成２３年度まで 平成２４年度 平成２５年度以降

事業費（億円） ４３．１ ２．４ ２．１

進捗率（％） ９０．５ ９５．５ １００．０

用地進捗率（％） ９６．３ １００．０ １００．０
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一般国道２０７号(深浦百貫） 横断図

現 況

計 画

10.0

3.25 2.00.75 3.25

0.53.25

23.00

3.253.5 0.5 3.53.25 3.252.0

0.75



平成24年 現地状況

9

起点から終点側を望む 終点から起点側を望む



事業を巡る社会経済情勢等の変化

• 交通量の推移

H9     21,231台／日 （基準）

H11   22,16４台／日 （1.04）
H17   25,12５台／日 （1.18）
H22 24,808台／日 （1.17）



費用対効果の要因の変化

• 【便益】

走行時間短縮便益 ＝ ８１．８億円

走行経費縮小便益 ＝ １４．１億円

交通事故減少便益 ＝ ９．７億円

合計 １０５．６億円

• 【費用】

事 業 費 ＝ ５２．２億円

維 持 管 理 費 ＝ １．８億円

合計 ５４．０億円

費用便益比（Ｂ／Ｃ） ＝ １０５．６／５４．０ ＝ １．９

• 事業採択時と比較して大きな要因の変化は見られない。



コスト縮減や代替案等の可能性

（コスト縮減）

• 再生資材の利用促進を図っている。

• 工事で発生する残土を盛土等に流用する。

（代替案の検討）

• 特になし



対応方針

• 事業の必要性に変化が無い。

• 平成２３年１２月の部分供用（約１ｋｍ）により
一部渋滞が緩和しているが、更なる渋滞の緩
和と交通安全の確保のため、引き続き事業を
継続したい。


